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Move On とは「先へ進む」という意味
潟上市商工会は、積極的に“前へ進む”事業所を応援します。
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P2：年頭あいさつ
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P4：挑戦する潟上企業

P5：経営お役立ち情報／新会員紹介

P6：商工会からのお知らせ

初春のお慶びを申し上げます。

会員皆様のご健康とご多幸を心より祈念いたします。
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　新年明けましておめでとうございます。
　会員皆様におかれましては、健やかに新しい年を迎
えられましたこととお慶び申し上げます。
　平素より、本会の運営に際しましては、格別なるご
支援とご協力を賜っておりますことに深く感謝申し上
げます。
　昨年は、潟上市商工会にとりまして設立10周年にあ
たる節目の年でした。会員の皆様のご協力のおかげで、
周年記念事業もほぼ計画通りに進み、海外研修事業を
残すのみとなりました。あらためて感謝申し上げます。
　本会は、小規模事業者の団体として、常に足元を見
つめ、会員事業所の皆様はもちろんのこと、各事業所
の従業員やご家族をも対象とした福利厚生事業や視察
研修事業などを実施しております。また、経営支援機
関としても、商品開発の支援から、販路の開拓・拡大、
異業種交流の促進、コストの削減化、共同事業化への
対応など、皆様の経営に関わる支援を愚直に対応して
参りました。社会情勢や組織を巡る環境が大きく変わ
る中におきましても、商工業者のため、地域のため、
今後もこの方向性は堅持して参る所存であります。
　新しい年2019年は、「平成」最後の年というメモリア
ル的な年でもありますが、一方で、10月には消費税の
増税が予定されており、軽減税率制度の導入やキャッ
シュレス決済に応じたポイント還元など、私たち小規
模事業者にとっては対処すべき課題も多くあります。
商工会では、講習会の開催や専門家派遣などを通じて、
直前まで、会員事業所の皆様の疑問質問にお答えして
参りますので、お気軽にお問い合わせくださいますよ
うお願いいたします。
　昨年末、TPP（環太平洋パートナーシップ協定）が
発効されました。今後30年間にわたる関税の見直しが
進もうとしております。いずれ、小規模事業者である
私たちにも影響が表れ、事業環境も変わってくると思い
ます。「大変だ」ととらえるよりも、「ビジネスチャンス」
と考える視点が求められるのではないでしょうか。
　本年が皆様にとって益々の発展と飛躍の年となりま
すよう祈念いたします。

　新年明けましておめでとうございます。
　商工会員並びに関係者の皆様には、平成31年の健や
かな新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　また、日頃より市政運営に対して格別のご理解とご
協力を賜り、衷心より感謝申し上げます。
　潟上市長を拝命して１年８カ月が過ぎました。この
間、様々な場面で市民の方々と接する機会の中で、市
政に対する励ましやご提案等をいただきながら、少し
でも皆様のご期待に添えるよう努めて参りました。昨
年11月に開催されました商工会との行政懇談会にもお
招きいただき、諸橋会長様はじめ理事の方々との懇談
の中で、商工行政が抱える課題をあらためて実感する
とともに、目指すべき市政の舵取り役として決意を新
たにしているところです。
　さて、国においては、良好な景気回復基調と捉えら
れている中にあって、商工会会員の皆さま方の景気の
実感は果たしていかがでしょうか。郊外型大型店や
インターネットショッピングの増加による購買力の流
出や後継者不足による事業承継問題など、小規模事業
者にとって対応しなくてはならない課題が多くありま
す。このような状況下、地域ならではの特色を売り大
型店等との差別化をはかる、地域に根ざしたきめ細か
いサービスを展開し固定客の確保に努める、などと言
うは易しですが、具体的な解決策については真剣に、
商工会をあげて知恵を出し合いながら取り組んでいく
べき時期に来ていると感じております。
　商工会におかれましては、「元気印企業創出のため 
事業者とともに歩む商工会」というアクションプログ
ラムテーマのもと、解決策提案による個社支援強化や
事業承継候補者へのサポート体制整備などの重点施策
を通じ各種事業を展開されております。市といたしま
しても、本年においても商工会の皆様との連携をより
強固なものとし、これまで以上に潟上市の魅力発信に
努めて参りたいと存じますので、一層のご支援とご協
力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、本年も皆様にとりまして健康で幸せな１年
となりますようご祈念申し上げ、新年のあいさつとい
たします。

新年のご挨拶

潟上市商工会会長

諸橋　磯光
潟上市長

藤原　一成
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　新年明けましておめでとうございます。
　会員皆様には、青年部活動に対し、多大なるご理解と
ご協力をいただき誠にありがとうございます。
　さて、青年部では、昨年２月、視察研修事業として京都
府へ行ってまいりました。
　研修では、初の試みとして、現地の向日市商工会青年部
と交流を行い、他県の青年部活動の事例を学ぶとともに、
あらためて商工会青年部が有する全国ネットワークの広さ
と強さを実感しました。
　また、交流の際、次世代を担う若手経営者や後継者が
減少しているとの話題があがり、ここ潟上市だけではなく
全国的な課題であることを再認識する機会となりました。
　後継者不足は、地域経済の活力低下につながるだけで
なく、我々青年部活動にも大きな影響を与える課題でもあ
ります。
　潟上市商工会青年部では、この大きな課題に対し、「部
員増強」と「組織強化」の二つを今年の重点活動として掲
げ、地域の将来を担う若手経営者・後継者の仲間づくりと
自らの資質向上に励み、青年部活動の強化と充実を図るこ
とといたしました。
　最後になりますが、本年が皆様におかれまして良い１年
となりますよう願っております。今年も青年部活動へのご理
解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

　新年明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、お健やかに新年をお迎えのこと
とお慶び申し上げます。
　昨年を振り返りますと、７月は北海道札幌市で開催され
た女性部員交流研修会、11月には東京で開催された商工
会全国大会など大きな行事や大会に参加し、内外問わず
多くの人との交流や見聞を広める機会を得られた年でありま
した。これも女性部活動に参画しているからこその機会で
あり、この体験を今後の事業活動に活かすとともに、多く
の部員にも積極的に参加し、ネットワークを広げていただ
きたいと思っています。
　当女性部では、常に新しい企画を考え、実行する姿勢
を大切にしております。その一つとして、４月にオープンし
た昭和こども園の園児たちに交通安全のお守りを贈呈いた
しました。今後とも地域の将来を担う子どもたちを見守り、
子どもたちが希望をもって豊かに暮らせる地域づくりのため
に力を尽くしていきたいと思います。
　これからも商工会女性部は女性らしい視点と豊かな感性
で、地域を元気にする活動を積極的に行っていきますので、
皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
　結びに、今年も皆様が健康で明るい１年でありますよう
心よりお祈り申し上げ、新春のご挨拶とさせていただきます。

　11月９日㈮トレイクかたがみにて、青年
部OB であるユナイテッド計画株式会社代
表取締役の平野久貴氏をお招きし、「地域
企業の挑戦」というテーマで講演をしてい
ただきました。「経営者として、致命傷にな
らなければ何度失敗してもいい。」「いくら
でも手段があるため、最後まで諦めてはい
けない。」と次代を担う青年部員に対し力
強いメッセージをいただき、有意義な研修
となりました。

　11月７日㈬に社会福祉活動の一
環として、女性部員や会員から集め
たタオルやレジ袋を福祉施設飯田
川のわかば園へ贈呈しました。

　10月24日㈬、由利本荘市へ視察
研修に行ってきました。由利高原鉄
道に乗り、お弁当を食べながら秋
の景色を満喫したほか、天寿酒造
や鳥海山木のおもちゃ美術館を訪
れました。由利本荘駅では由利本
荘市商工会女性部の阿部里美部長
が駆け付け、たくさんのお土産を用
意して出迎えてくださり、思わぬサ
プライズに部長はじめ参加した部員
たちは大変感激し、思い出深い視
察研修となりました。

由利高原鉄道で秋の
景色を満喫！

商工会青年部
「資質向上セミナー」

わかば園に介護消耗
品を贈呈しました
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女性部長

菅原　勇子
青年部長

伊藤　史成
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戦挑 潟上企業

する

Company to challenge

　スギ人工資源量全国一を誇る秋田県には林業関連の事業者も多く存在している。
　飯田川地区の会員事業者である株式会社リチャードソンイトウは、高い技術力を武器にした取引先との強い信頼
関係のもと、林業を側面からサポートする関連産業として持続的な経営に努めている。
　農山村人口の減少や高齢化の進展、安価な外材の流入などにより、林業の衰退が叫ばれて久しい中、若い経営者
は新たな視点で挑戦を続ける。

　Vol.3

■秋田の基幹産業を支え続ける
　当社は、隣接する五城目町を中心とした材木店などから
主に帯鋸（おびのこ）の目立て《刃を研いで鋭くすること》
を請け負う鋸加工業者として、100年以上にわたって地域
の木材加工業者、ひいては秋田県の林業を側面から支え
てきた。
　帯鋸とは、木材を引き切るための鋼製の薄い帯状のノコ
ギリのことであり、木材住宅や社寺などの建築に用いられ
る木材、特に大型の木材を加工するために使用されるもの
であるが、近年、国内の木材需要の低迷を受け、目立て
を行う鋸加工業者も大幅に減少を続けている。

■受け継がれる“技術”と信頼される“サービス”
　現在でも帯鋸の目立ては全取引の９割を占めているもの
の、一部では、チェーンソーや農機具関連の目立て整備
も行うようになってきた。その時代に適した技術を提供す
ることが、提供する品質の強化・向上につながるとの信念
のもと、当社では、創業以来、時々の最新設備を積極的
に導入することで、取引先からの要望に対し柔軟に応えて
きた。同業者と比べても“設備だけは負けない”という自
負もあり、このことは価格競争に陥らない同社の差別化戦
略の基盤ともなっている。

■事業承継を機に新たな成長ステージへ
　昨年７月、先代からバトンタッチされ経営を引き継いだ。
予てより先代からは、「60歳になったら引退し事業を引き

継ぐ」と言われていたこともあり、自分が経営者になるこ
とは何ら拒む理由もなかった。むしろ、木材需要の低迷
を受け厳しさが増す木材産業の将来のためにも、「自分が
やらなければ」との強い責任感を覚えていた。
　一方で、2020年に開催される東京オリンピックのメイン
会場として現在建設中の“新国立競技場”は、「国産木材
の利用による世界に誇れるスタジアム」として世界に発信
していくことを目指している。国内木材産業にとっての契
機として、また、日本の木材のブランディングにつながると
期待されていることから、次代を担う一人として、将来に
つながる“可能性”も強く感じている。

■師に捧ぐ若き経営者の挑戦
　事業承継のタイミングで法人化し経営基盤の強化を図っ
た。法人化に伴い社名を「リチャードソンイトウ」とした。
会社としては一見風変わりな社名は、初代・伊藤為吉が、
その昔、帯鋸の目立て技術を習った教員 ジョン・リチャー
ドソン氏に由来する。
　若き経営者は、金属材など木材以外への技術展開も視
野に入れつつ、今後の目標として、県内での取引の増加と
国内市場でのシェア獲得を目指している。そしてその先に
は「海外展開」という大きなビジョンも…。
　師匠に敬意を表し付けた社名は、大きな夢に向かっての
一歩でもある。

株式会社 リチャードソンイトウ（飯田川地区）
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企業データ　　　　　　Company information

株式会社 リチャードソンイトウ

代表取締役社長　伊 藤　一 貴
KAZUKI ITO

〒018-1504 潟上市飯田川飯塚字樋ノ下59
TEL ／ FAX 018-838-5530 

E-mail info@richardson-ito.com
創業／明治33年　平成30年7月 株式会社として法人化
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Welcome 
new face.

Welcome new face.新会員
紹介

新会員紹介

（老人加算）

控
除
額
（
万
円
）

配偶者の年収（給与収入の場合）（万円） 配偶者の年収（給与収入の場合）（万円）

控
除
額
（
万
円
）

48

38

0 103 141

48

38

0 103 150 201

配偶者控除
配偶者
特別控除

（老人加算）

配偶者控除 配偶者
特別控除

事業所名
春
代表者名：鎌田　千春
地　　区：昭和地区
業　　種：スナック

Sales Point
11月24日、大久保駅前
にオープンいたしまし
た。皆様のご来店をお
待ちしております！

・38万円の控除を受けられる配偶者の年収の上限が103万円から150万円に拡充されま
した。

・配偶者控除にも所得者本人の年収要件が導入され、合計所得金額1,000万円（年収
1,220万円）を超えると制度の利用ができなくなりました。

・配偶者特別控除を受けるための配偶者の年収上限が141万円から201万６千円へ変更
され、それぞれの合計所得金額に応じた控除額が適用されます。

　【改正前】　　　　　　　　　　　　　　【改正後】　　　

・税額が10％に上がることで納税額も上がります。資金繰りに注
意が必要です。

◦すべての事業者が軽減税率への対応が必要です。
◦日々の経理処理等、事務作業が増えます。
・新たな受発注システムの導入等への支援制度があります。
税率引き上げに対する対策はお早めに！
課税事業者も、免税事業者もすべての方々に対応が必要となって
きますので、積極的に講習会や勉強会へのご参加をお勧めします。

　マイナンバーカードや IC カードリーダラ
イタがなくても、ID・パスワードでデータ
送信ができます。
　運転免許証等の本人確認書類をお持ちにな
り、税務署にて本人確認を行い ID・パスワー
ドが発行されます。

平成30年の所得税から配偶者控除と配偶者
特別控除について見直されました

消費税が平成31年10月１日から
8％から10％へ変更・軽減税率制度が
実施されます

e-Taxが簡単になりました

ポイント

ポイント
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商工会
からの　　

お知らせ

経営改善普及事業功労者
表彰等受賞者
　平成30年11月15日㈭、東京都渋谷区のＮＨＫホール
にて開催された「第58回商工会全国大会」において、経
営改善普及事業に関する功労者等の表彰が行われ、本会
からは次の方々が受賞されました。

■全国商工会連合会会長表彰（敬称略）

《優良青年部》潟上市商工会青年部
《女性部功労者》潟上市商工会女性部　部長　菅原　勇子

商工会の共済
ご加入キャンペーン実施中！
　今、商工会の『商工貯蓄共済』もしくは『会員福祉共済』
にご加入いただくと、もれなく、契約１口につき「QUO
カード500円分」を進呈するキャンペーンを実施中で
す。（１月15日㈫申し込み受付分まで）
　万が一に備えたリスク対策をお考えの方は、是非この
お得な機会をご利用ください！

※QUOカードのお渡しは契約成立後となります。
※詳細は商工会へお問い合わせください。

商工会費納入のお願い
　平成30年度の会費納入期限が過ぎております。
　納入場所は各指定金融機関窓口・商工会窓口となって
おります。納付書は、6月13日に発送しておりますが、
見当たらない方や集金を希望される方は連絡をいただけ
れば集金にお伺いいたします。
（自動振替は行っておりませんのでご了承ください。）

商工会珠算検定合格者
■第189回　商工会珠算検定

　（平成30年６月17日施行）
　２級　石黒　杏梨、門間　太一、石井　心音
　３級　小松　ひな

■第190回　商工会珠算検定
　（平成30年９月16日施行）

　３級　安田英里香、半田　萌倭、松田　陽菜

■第191回　商工会珠算検定
（平成30年11月18日施行）

　１級　石黒　杏梨
　２級　鎌田　芽依
　３級　佐野　千彰、澤井　愛夏

（受験番号順）

合格おめでとうございます。

潟上市商工会 本所
秋田県潟上市昭和大久保字元木田 12-1 Tel.018-877-3456

潟上市商工会 広域指導センター
秋田県潟上市天王字上江川 47-936 Tel.018-878-2420


